I.　ワークショップの教授方略

ERIC/PLTのワークショップで使われるアクティビティは、さまざまな教授方略の最善のものを取り入れています。アクティビティというのは、探究したり、議論したりすることができる共有体験を作り出すために、参加をデザインされた教授方略のことです。これまでの蓄積の中で練り上げられてきたアクティビティには、経験学習と構成主義理論、全体言語、多様な学習スタイルを活用するアプローチ、問いを大切にする調べ学習や問題解決学習、協同学習方略などの考え方が反映されています。

1.　構成主義理論と経験学習

学習の構成主義理論というのは、学習者は既存の理解に新たな発見を組み込んで、新たな理解を構築するという原則に基づいています。Constructivism構築主義とも訳されます。PLTのアクティビティ、そしてその他、ERICが翻訳紹介してきたアクティビティは、この構成主義的アプローチでデザインされています。

それぞれのアクティビティは、学習者を気づきから始まり、理解へと深まっていくプロセスを導き、それまで確立していた考え方に挑戦し、環境行動、人権尊重行動に向けた建設的な道筋を探そうとする動機づけを行います。例えば、アクティビティにおける第一ステップは学習者に気づかせ、そのトピックについてすでに知っていることは何かを気づくようにデザインされています。これは彼らの関心を引き出すための「フック」です。第二のステップは、彼らの知識とスキルを開発する段階です。ステップ三は、彼らがすでにもっている既存の考え方に挑戦し、ともに合意を形成し、あるいは新たな知識を打ち立てます。最後に、ステップ4は、彼らを元気づけ、新たな情報と知識に基づいて、どのような前向きな行動をとれるかについてのアイデアを提供します。最後のステップは、彼らがこの新たな学びを、他の状況にどのように応用できるかを示すことです。

このアプローチは経験主義学習の四段階と説明することもできます。経験主義というのも、学習者が自分自身の経験から学ぶための学習デザインです。

このテクニックを活用して、教師は生徒を新たな発見と科学的理解に導きつつ、彼らがクリティカルな思考をする力、創造的問題解決をする力を伸ばします。

2.　全体言語主義と多様な学習モード

ERIC/PLTのアクティビティは、全体言語アプローチを採用しています。全体言語というのは、読み書きを、言葉や句に日常の文脈や本の中で出会うことで、その全体の意味を学ぶように教える方法です。学習者は、書くことや口頭での発話を経験学習に関連づけて行います。言葉や単語をそのまま覚えるのではなく、日常や経験、感覚や感性に結びつけて、学び取っていくことの大切さがアクティビティでは強調されています。[研修プロップ資料編p.22「さまざまな感情」、p.23「多重知能論」参照]

アクティビティでは、実物や写真、歌や踊りなど、多様な学習モードを総合的に活用する工夫がされています。ハンズオンというのは、生徒が実際に手にとって触れることのできる学習材のことですが、実体験、実感、実態などに触れることも、ハンズオンの体験だと言えるでしょう。経験学習のアプローチが体験を経験知、経験則へと深める手助けとなるのです。[研修プロップ資料編p.24「効果的なハンズオン」参照]

また、PLTの2006年版ガイドでは全体言語教授法を、生徒に有意味な読書、書き物、コミュニケーションの経験を彼らにとって有意味な文脈の中でさせる活動として、取り入れています。さらに、関連する文学作品がそれぞれのアクティビティでReading Connectionsとして紹介されています。

3.　協同学習とわたし、あなた、みんなのエンパワーメント

アクティビティは、協同学習も取り入れています。これは、生徒が小グループで、共通の目標を達成するために作業を行うことです。生徒が協同とコミュニケーションのスキルを身に付けていくことを助けつつ、生徒の間に対等さの概念を育てます。[協同学習については研修プロップ資料編p.25「協力を学び、協力して社会を築く」参照]

教育は一人ひとりの人間形成のために行われるものですが、その人間形成を通して社会を形成するためのものでもあります。健康な、一人ひとりの人間が生き生きと生きることのできる社会が、人間らしい生き方を保障し、人間らしく生きている人が、人間のための社会を作り出すのです。教育の場そのものにおいても、若い世代が社会に対する信頼と、互いに対する、人間に対する信頼を学び合えることが大切です。親身な関係を超えて、地域共同体を超えて、地球共同体とつながって生きるわたしたちは、教育によって共に生きることを学ばなければならないのです。公共教育においては、異文化の交流、多文化社会における公正さ、違いを認め、共に生きる力をつけることが特に強調されなければなりません。

協同学習の中で、わたしたちは共に考え、共に問題解決する前向きな力を伸ばすことができるでしょう。その中で、生まれてくる自分の中の葛藤、他者との対立、コミュニティや社会の制度的欠陥や課題などに気づき、前向きに解決していく力も身に付けていけるように方向付けることが、教育的な関与者の果たすべき役割です。[研修プロップ資料編p.26「参加型手法が育てる「参加のスキル」参照]

4.　問題解決学習とコミュニティの課題解決

調べ学習、課題解決学習は、問題を同定する、関連する問いをたてる、望ましい結果の特定、可能な問題解決策の選択、解決策の検証、成果の評価などを行う力を育てます。ERIC/PLTのアクティビティはこのような高次の思考スキルを育てます。人間のものの見方・考え方の傾向が、現在の学問や科学の方法論となって特化していったのではないかとも言われています。[思考スキルについてはIntroductory Index6: Skill, p.75および研修プロップ資料編p.28「12のものの見方・考え方」を参照。]
わたしたちの社会は現在さまざまな課題に直面しています。これまで通りを続けることは、破滅への道なのです。しかし、過去をなくすことはできません。わたしたちは、過去からも学び、現在からも学び、そしてあるべき未来の姿からも学びながら、ていねいによりよいものを作り上げていく力を獲得しなければならないのです。学び続けることが、わたしたちの社会の持続可能性の鍵なのです。これらの高次の思考スキルは基本的なシステム思考、PDS、 PDCA、など「実態を知る、計画をたてる、実施する、評価する・課題を発見する、修整する」という一連のプロセスを可能にするものでもあるのです。[研修プロップ資料編p.29-30「コミュニティの課題解決」、p.31「公共圏を支えるコミュニケーション」参照]

5.　概念・理念を教育的ツールに

ERICにとっては、ワールド・スタディーズ以来の歴史なのですが、世界を読み解く、世界を理解するためのメタ認知としての概念は、モノの見方・考え方を整理し、知識・理解を促進します。多様性、相互依存、共存、有限性などの概念は、社会や生態系がよってたつ原則を理解し、原則に従った行動の判断の基準となります。また、協力、複雑性、予防原則などの概念も、行動原則として役に立ちます。持続可能性、愛、寛容、受容などの概念は、わたしたちの社会のあり方の理念を理解することに役立つでしょう。

概念的に考える、抽象的な思考というのは、人間の認知的アプローチに特徴なものです。そして、理念を教育的なツールに活用するということは、共に社会を築き、共生するために、必須のことなのです。[PLTの五概念、ワールド・スタディーズの10の基本概念、リビングバリュー12の価値などについては研修プロップ資料編p.31「概念・理念を教育ツールに」参照]

これらのアプローチを活用しつつ、ERIC/PLTのアクティビティは、生徒を気づきから理解、挑戦、動機づけ、行動へというプロセスを、ハンズオン経験を豊富に活用しながら進めていっていることが理解されるでしょう。これらのアクティビティのデザイン原則を知ることは、あなた自身がアクティビティを応用したり、工夫改善したり、あるいは開発したりする時のために、役立つことでしょう。

ワークショップを成功させる17のアイデア

1. 四角ではなくサークルで
他の参加者が見えるので、相互の関わりが増えるでしょう。

2. マーフィの法則
予測不可能なことが起こります。戸外でやろうとしていたアクティビティを、室内でもできるものに変更するというような柔軟性を持ちましょう。

3. 数
ワークショップの最低人数は10名。PLTのアクティビティはグループ作業で行います。そのため、10名以下では難しいのです。10名につき、一人のファシリテーター、というのがワークショップの黄金律です。

4. 荷造りは自分で
何がどこに入っているか、知っていることです。チェックリストを使いましょう。ワークショップでは、すぐに取りだせるように、素材を並べておきましょう。時間の節約になりますし、探し物をしていて準備不足だなと思われないためにも。

5. 共同ファシリテーター
PLTの最善の実践は二人でワークショップを行うことです。一人は教育者、もう一人はリソースパーソンです。参加者は違ったスタイル、声、人格から学ぶことができるでしょう。また、緊急の時にも、ワークショップをキャンセルせずにすみます。

6. 人生の薬味
ワークショップのプログラムは、活動的なものと静かに読んだり聴講したりするものとを組み合わせましょう。さまざまな学習スタイルに対応するアクティビティを選びましょう。アクティビティによってファシリテーターを替えることで、バラエティが広がります。

7. 名札

全員が顔見知りであっても名札を使いましょう。セッションの前に、みんなが読めるような大きな文字で名札を準備します。

8. 質問はありませんか?
参加者が質問しやすい雰囲気を創りましょう。もしあなたが答を知らなかったら、「知らないですが、後で調べてお知らせします」と言いましょう。「こんなこと知りたい、欲しい」コーナーを模造紙で創っておきましょう。

9. 待ちの時間
参加者を巻き込むために質問をした場合、答を言ったり、議論を継続する前に、十分に考える時間を取りましょう。これは、学級での教授法においても同様です。

10. ふりかえりとまとめ
アクティビティが終わった後には必ず「デブリィーフ、ふりかえり」をすること。どんな教科に対応しているか、専門用語、必要な教材などについての質問も受け付けます。自分たちが教える場合、どのように活用できると思うか、何人かに発表してもらいます。応用例、発展例のアイデアも募りましょう。ふりかえりとまとめの目的は、参加者が課業についてふりかえり、どのように活用するか、応用するかを考えることができるようにするのです。

11. 専門用語
普通の、日常的に使われる、誰もが理解できる言語を使いましょう。専門用語や略語を使った場合は、必ず説明しましょう。

12. 教えるが、説教はしない
参加者をプロとして扱いましょう。PLTのアクティビティについての判断は、彼らに任せましょう。彼らが教えていることにどのようにPLTを活用するかを考えてもらうことが大切です。

13. 個人的なこと
ワークショップをするときに、自分の個人的なことや観点を話し過ぎないこと。あなた自身とあなたの専門性について紹介しましょう。あなたが、ファシリテーターとして主催者に依頼されていることそのものが語っているのです。

14. 目は口ほどに
セッション中はアイコンタクトをしっかりとりましょう。ボディランゲージに気を配りましょう。あくびは参加者が退屈している、眠い、あるいは部屋が暖かすぎるなどを示していますし、腕組みは寒さや敵対心であるかもしれません。

15. 公正さ
すべての人に平等に接しましょう。えこひいきをしない。プロとして相応しくない会話や冗談はしない。

16. 評価

参加者に、このワークショップを評価することが、PLTのプログラムにとってどれほど重要であるかを理解してもらいます。すべての人に評価を書き込んでもらいます。無記名でも構いません。

17. 楽しもう
あなたが自信を持てるプレゼンテーションのスタイル、共有したい内容を選びましょう。そして、楽しんで下さい!

II.　ワークショップを開催する

1.　ワークショップを計画する

ERIC/PLTのワークショップは一日か二日です。スポンサーとなる団体・組織で活動しているファシリテーターにワークショップの計画と実施を依頼することもあります。それ以上に、ERIC/PLTのファシリテーターが実施を決定し、スポンサー団体あるいはワークショップを行える教育・学習施設を通じて実現につなげていくのがよくあるパターンです。

ワークショップを設定するには、あなたの学校や、大学、教育委員会などに、まずスポンサーとなる関心があるかどうかを確かめます。その他の可能性としては地域の自然センター、自然公園などの組織や環境保全団体(例えば、近郊森林保全活動団体、ガールスカウト、4Hクラブなど)、森林組合や地域振興の活動を行っている団体などがあります。

スポンサーを得ることは必須ではありませんが、環境教育や人権教育など、人類共通の課題の学習について、なるべく多くの人々によりよい質の教授学習法を身に付けてもらうためには、参加費の軽減のためだけでなく、公共的な関心を持たれている研修なのであるというメッセージも大切です。

2.　共同ファシリテーター

わたしたちは、あなたが複数のファシリテーターでワークショップを行うことを推奨いたします。特にあなたがファシリテーターを始めたばかりである場合、共同でのファシリテーター経験は、経験あるファシリテーターから学ぶ機会になります。あるいは、自然資源についての専門家で、ERIC/PLTの経験のある人と組むのもいいでしょう。

共同ファシリテーターは、あなたにとってだけでなく、参加者にとってもよい学びにつながります。アイデアを共有したり、議題の設定と進行を助けたり、素材集めを共にしたり、アクティビティ実践の進行を分担したり、質問への対応を考えたりすることができます。参加者は違った教え方を見、そして違った専門領域からの知見に触れることができます。さらに、緊急の事態があってもワークショップをキャンセルする必要がありません。

共同ファシリテーターを行う場合、事前にお互いに対してオープンに意見交換をしておきます。それぞれの役割が何であるかを確認することは大切です。あなたは次に紹介するようなチェックリストに対する答を書いておくとよいでしょう。初期からの協同での計画はファシリテーター間のスムーズな交代とワークショップでの協力関係を築くことでしょう。


ワークショップ計画チェックリスト

ワークショップを計画する

· ワークショップの共同ファシリテーターを探す

· あなたの学校、組織から許可を得る

· 必要なワークショップ場所を選び、予約する

· (必要であれば)大学や地区にワークショップの計画を提出する

· ワークショップの少なくとも4週間前までにコーディネーター/ERIC事務局にワークショップ提案書と計画書を出す。事務局はPLTガイドの発注などの手配を行える

· 広報のための素材、チラシ、参加申し込み書、ポスターあるいは記事などをワークショップの少なくとも4週間前に配布する

· ワークショップを、以下のことを考慮しつつデザインする。

· 参加者

· ワークショップの達成目標

· 制約条件(例えば、時間空間など)

· 制約条件を克服するための方略

· 単位を出してくれるところがあるならば、それを獲得するために満たすための条件

· アクティビティに必要な素材と設備

· ワークショップの議題をまとめ、スケジュールを計画する

· もしできるなら、リソースパーソンに連絡する/を招待する

· 計画に含まれているのであれば、茶菓の準備をする

· ビデオ機材、紙、ペン、工作材などを集める

· (オプション)参加申込者に対して、確約と地図を送る

· (オプション)できるならば、ワークショップ開催場所の下見をする

ワークショップにおいて

· ワークショップの場を設定する(できれば前日の午後や夕刻に)

· 機材が動くことを確認する

· トイレ、電灯のスイッチ、コンセント、戸外への出入り口を確認する

· アクティビティを行う適切な場所を選ぶ

· ワークショップが始まったら、参加者にトイレと茶菓の所在を伝える

· 議題についての簡単な紹介をし、休憩と昼食の時間を確認する

· ワークショップの最後に、参加者アンケートに記入してもらうこと

· PLT認定証を配布する

ワークショップの後で

· ファシリテーター調査書に記入しコーディネーター/ERIC事務局に、参加者アンケートとともに送付する。[アドレスを入れる]

· ワークショップ経費まとめをコーディネーターに送る

· (オプション)ワークショップ参加者リスト、住所、電話番号を入れたお礼の手紙を送る。フォローアップがあれば、参加者に知らせる

日本におけるPLT研修は環境省の人材育成事業に登録しています。

http://www.env.go.jp/policy/edu/reg/detail/
3.　単位を認定する

ワークショップに参加することで単位が獲得できるというのは大きな参加の動機づけになります。もし、あなたが、大学と関係があるならば、大学の単位認定につなげられるでしょう。そのために必要な条件を整える必要がありますが、通常のERIC/PLTワークショップの時間より長い時間が求められ、また筆記での提出物などがあるでしょう。また、大学の単位の場合は、参加者は学費を払う必要があります。

米国では、校区や教育委員会などの現職教育の単位としてPLTのワークショップを行うことも可能です。州によっては、PLT自身が単位認定者であるのです。

森林資源専門家などの資格の単位としてもPLTのワークショップは活用されています。

4.　ワークショップ、時と場所

ワークショップを行う場合に大切なことは、開催場所と時間です。あなたがワークショップの最中に行うことのほとんどすべてにこの二つの要因は関わってきます。

ワークショップの場所

うまく行ったワークショップが開催された場所は実はさまざまです。学校、都市公園、博物館クラス、森林のまっただ中のリゾートなどです。ワークショップの場所を選択する前に、それぞれの場所の有利性と不利を、ワークショップの達成目標に照らして、比較してみましょう。例えば、地域の公園にある環境教育センターで行う場合、先生方に地域資源情報に親しんでもらえますが、学校でやる場合は、学級でどのようにPLTを活用するかを学んでもらえますし、環境とはわたしたち自身がいる場所なのだということがわかってもらえます。

不利な点あるいは場所からくる制約があれば、それを克服するための工夫は何でしょうか。考えておきます。例えば、人里離れた場所で行うことは精神的には良いですが、日常でどのように実践するかにつなげて考えさせていく工夫が必要です。会議室は参加者にその日行った活動についてふりかえるために良いですが、自然大好き人間には退屈です。少なくとも一度は外に出るように計画しておきましょう。

人権の研修でも、戸外に出る、人に出会うというのは重要な要素です。

どこで行うにしても、早めに予約をしておきましょう。施設によってはずいぶん早く一杯になってしまいます。

時間と長さ

PreK-8ガイドのテキストを獲得するPLTのワークショップは、少なくとも6時間かかります。加えて少なくとも2時間が中等教育段階のモジュールを得るには必要です。その時間をどのように確保するかについてはかなりの柔軟性があります。

6時間ワークショップのためには、一日のワークショップを行うことができるでしょう。一日ワークショップの時の方が、参加者の集中力は高いです。

6時間あるいはそれ以上の長さのワークショップに対し、2-4週間以上にわたって2時間を数回行うやり方にも、有利な点がいくつかあります。ひとつの可能性としては、放課後ワークショップを一、二時間行い、先生がカリキュラムに取り込むことのできるアクティビティ体験にしぼります。セッションの間に、参加者には生徒にワークショップで体験したアクティビティを実践してもらいます。そうすることで、実践の時に起こったことを共有することができます。参加者はPLTのガイドを復習することもできます。そこから、アクティビティを工夫して次の回で発表することもできるでしょう。この複数回型開催のメリットは、PLTについての興奮が覚めやらぬうちに、実践に結び付けられるということです。もし、あなたがこの方式でやろうとするのであれば、参加者全員がすべてのセッションに出席できることを確かめましょう。放課後ワークショップでは、お腹にたまるスナックや晩御飯の準備もしたくなりますね。

PLT基本コースに、テーマ別モジュールを追加する

中等教育段階モジュールのためのワークショップは少なくとも2時間、プラス、モジュールごとに一時間ずつが必要です。より短時間でのワークショップ(3時間以下)では、ひとまとめの時間でやってしまう方がよいでしょう。できれば、野外体験を組み込んだり、PLTのモジュールに関連するゲストスピーカーを招待いたしましょう。

その他のERICワークショップについて

ERICでは、PLT以外にも国際理解教育、人権教育やスキル教育についての人材育成ワークショップを行うためのテキストを出版しています。モデル・プログラム例は、PLTワークショップ同様、資料編に収録しています。

ERICの基本ワークショップで使用するテキスト
『ワールド・スタディーズ』　国際理解教育の目標と内容・方法について、基本的な理解を共有することができるテキスト


・『未来を学ぼう』


・『地球のみかた』


・『フード・ファースト・カリキュラム』

『人権教育ファシリテーター・ハンドブック基本編』　人権についての気づきから行動までを学ぶ・共有する・育ちあうためのアクティビティを習得できる


・『いっしょに　考えて!　人権』


・『いっしょに　すすめよう!　人権』

『レッツ・コミュニケート!』　わたし・あなた・みんなを尊重するスキル・トレーニングの基本をまとめたもの


・『わたし、あなた、そしてみんな』


・『いっしょに学ぼう!』


・『いっしょにできるよ』

その他の関連テキストも、6時間の基本的なワークショップに加える追加的な2時間のセッションによって学ぶことができます。

プログラム立案表

ERICの12時間研修には、三つの種類があります。PLTの12時間研修はその中の一つである「プログラム」ファシリテーター育成にあたります。プログラム・ファシリテーターというのは、アクティビティを活用して授業案や研修案を作り、進行する人です。PLTの言うストーリーラインというのは、起承転結の文章構成法や「学習者の意識の流れ」という考え方と共通するものです。

◎起承転結の四行文章で、プログラムで伝えたい内容、ねらいを書く。

◎4人一組で、それぞれが言いたい、伝えたいメッセージを「起承転結」の流れにつなげてみる。

などの方法が、プログラムづくりのセッションでは取り入れられています。[研修プロップ資料編　プログラム立案表参照]

5.　ワークショップを広報する

ワークショップを事前に広報することによって、関心がある人々に参加の機会を広げることができるでしょう。

効果的な広報は、参加者に事前に以下のような事柄について十分な情報を提供することで、ワークショップで何が期待できるかを判断することができるようにします。

· ERIC/PLTについての説明

· ワークショップの目標と扱われる基本概念

· ワークショップを実施する人は誰か

· スポンサーについて

· 日時、場所(必要であれば、地図やアクセスの案内)

· ワークショップのすべてのセッションへ参加が求められること

· 参加費と参加費に含まれるもの

· 単位や認定証などの資格

· 教育的なニーズやスタンダードとの関連

· さらに詳細な情報を得るための連絡先

· 服装や準備物についての注意事項

· 申し込み締め切り日

チラシやポスターを、想像力豊かに創りましょう。あなたの組織や学校区がすでに持っている広報手段も、できるのであれば活用しましょう。郵送やファックス、掲示板なども活用できるでしょう。さまざまな公報の催し物案内欄などにもアプローチできるでしょう。

とはいえ、口コミがもっとも強力な手段です。核となってくれる人に余分にチラシを送って、協力してもらいましょう。現職教育の担当をしている部署からの協力はとても有効です。

ホームページでの案内や、記者発表なども、挑戦してみましょう。

ワークショップへの参加者の人数を知ることができると、準備がやりやすくなります。参加申し込み書に、関心事なども書いてもらいましょう。

参加者にとってワークショップが建設的で前向きなものであるために、最低人数、最高人数を考えておきましょう。人数制限がある場合、参加申し込みをした人に、ワークショップが中止なのか、参加が受け入れられたのかについての情報を出すのを忘れないようにします。10名が最低限で、40名が最大限であると、多くのファシリテーターは言います。

6.　対象となる聴衆について
ワークショップを計画する前に、参加者のニーズや関心を知っておくと、計画を立てやすくなります。事前の準備時間が十分にあるならば、ワークショップへの期待、指導している学年や団体、学歴レベル、特別なニーズについての質問用紙を用意して、情報を集めましょう。対象について理解があれば、ワークショップ全体の計画も変更することができるでしょう。

聴衆についての十分な情報がなくても、どのような人々が参加するかについてはっきりとしたイメージを持つようにしましょう。義務で参加するのか、それとも自発的に参加しているのか、「なぜ、参加する」のでしょうか。このワークショップに参加することで、実践がよりよいものにできることを伝えることを忘れずに。

大人の学習者と作業するときに

PLTワークショップのゴールのひとつに、教育者が新しい教育へのアプローチを学ぶことを手助けするというのがあります。学習者としての成人は学習者としての子どもたちとは異なっています。成人学習者の次のような特徴を知ることが、あなたがワークショップを準備する上で役に立つことでしょう。

学習へのオリエンテーション

・大人はワークショップのゴールと目標が彼らにとって重要であると考えた時、何かを学ぶことに身を入れます。つまり、職業に関係がある、とか、すぐさま役に立つとか。

・大人は彼ら自身の学びを開始したがります。目標や内容、目標を選ぶことに関わりたがります。

あなたができること:

ワークショップのゴールをスケジュールの早い段階で説明し、そのリストに乗っていない参加者からの目標も付け加える。参加者が新しいことを学ぶ必要があることを理解できるようにしておくこと。理解と変化の種となるものを奨励し、育む。それぞれの人は理解し、学びたがっている存在であるという前提で取り組むこと。

学習者の自己概念

・大人の学習には自己概念が関わってきます。新しいスキル、技術あるいは概念を学習することは、自分自身を肯定的に、あるいは否定的に見ることにつながります。大人は他の人から評価を下されることを恐れ、そのために新しい学習の状況では不安になります。

・大人は彼らの学習について他の人から指示されることを拒否します。特に、新たに提示されたものが、現在彼らがやっていることに対する攻撃と見た場合はなおさらです。

あなたができること

安心して新しいことに挑戦したり、考えたりできる環境を提供します。参加者を決して非難せず、それぞれの人に対して、なんらかの前向きな、受容的な関わりを持つようにします。

他の学習者の経験が果たす役割

・大人が学習に来る時、彼らは幅広い先行体験、知識、スキル、方向付け、関心、能力をもってやってきます。これは、もっとも豊かな学習資源は彼ら自身であることを意味します。

・大人は彼らの能力に対する攻撃であると思われる学習状況に抵抗します。そのため、彼らは強制されたワークショップのトピックやアクティビティに抵抗するかもしれません。

あなたができること

参加者一人ひとりを、それぞれの経験、知識、スキルをもった個人として受け入れます。グループ討議や問題解決、ピアサポート学習のように、参加者がお互いの学習に貢献できるような方法を提案します。

動機づけ

・動機づけは大人の学習者によって生み出されます。ファシリテーターの役割は大人自身の中にあるものを育てることを奨励したり、育てる条件を整えたりすることにあります。

・大人の学習は学習者に対する尊重、信頼、関心を示した態度によって高められます。

あなたができること

参加者に、あなたが彼らを尊重、信頼していること、関心があることを示します。集中しない参加者や参加したがらない参加者を批判しないこと。むしろ、彼らの関心を高められるようにワークショップを修整すること。

Sources

Brookfield, Stephen D. Understanding and Facilitating Adult Learning: A Comprehensive Analysis of Principles and Effective Practices. Hoboken: Jossey-Bass, 2001.

Knowles, Malcolm. The Adult Learner, 6th ed.: The Definitive Classic in Adult Education and Human Resource Development .Oxford: Butterworth-Heinemann, 2005.
7.　アクティビティを選ぶ

聴衆について考えた後、いよいよアクティビティを選ぶ段階に進みます。これは全体の流れを考えることと同時並行で計画します。そのことで、アクティビティにかけられる時間が確定してきます。6時間ワークショップでは、少なくとも5つのアクティビティが体験できるように計画します。2-3時間のワークショップでも最低2つのアクティビティを含めることをお勧めします。専門性の向上についての調査によれば、参加者は自分がワークショップで体験したアクティビティを、自分自身の実践の中でもよく使うことがわかってきています。そのために、より多くのアクティビティをやってみることが、より豊かな実践につながります。

どのアクティビティを選ぶかは、ワークショップの目標、参加者の関心、場と空間、あなた自身の個人的な好みなどによって決まります。対象とする参加者が多様であるなら、学際的な教材を選び、それがどの教科、どの学年、どの対象でも活用できること、そして幅広い概念に対応していることを示しましょう。もしも、参加者の関心が特定のテーマ、学年、分野によっているなら、それに合わせましょう。

学習方略が多様なアクティビティを選びます。創造的な作文活動、シミュレーションゲーム、描画、野外調査、数学など。気づきから行動へとつなげていくために、いい教材であることを示すアクティビティの流れを選ぶのもいいでしょう。

座学に加えて、行動につながるアクティビティに参加する機会を取り入れましょう。バラエティのあるアクティビティを提供することで、テキストに含まれるアクティビティの多様なサンプルを経験し、楽しい、バランスの取れたワークショップを計画できるでしょう。

環境教育でも、人権教育でも、外に出る活動、フィールドを活用したアクティビティも、取り入れましょう。ERIC/PLTのテキストやガイドの柔軟性を示すことにもなります。

一般的には、あなた自身が楽しめたアクティビティを含むこと。あなたの熱意と熱中がうつります。体験したものの方が、落ち着いて行えます。新たなアクティビティに挑戦することには、次のような意味があります。アクティビティがどのような効果を持つかを実体験できる、発展や応用を考えられる、貴重な素材を発見できる。

あなた自身のアイデアで、テキストのアクティビティやプログラムにどんどん手を加えて下さい。地域のニーズや、場の制約、あなた自身のリーダーシップのスタイルなどによっても、やり方は異なってくるでしょう。

そのような応用を行うこと自体が、「ERIC/PLTのアクティビティは、書いてあるままでも使えるし、そこから始めることもできる」ものなのだということを伝えることができます。プレゼンテーションのときに、その柔軟性をはっきりと伝えましょう。

概念的な学習がどのようにアクティビティに取り込まれているかも、示すことができるでしょう。PLTのストーリーラインや、テキストの流れのあるプログラムなどをやってみるのもいいでしょう。[ストーリーラインについてはIntroductory p.64-67を参照]　

参加者にアクティビティ実践をしてもらう場合には、ワークショップの最中にアクティビティを選びだす時間が必要です。まずいくつかのアクティビティをやってみせ、アクティビティを実践する小グループに分けます。参加者に、アクティビティを選び、実践してもらいます。

身体的な制約がある参加者もいることでしょう。どのアクティビティについても、身体的な障がいがあるとすればどう実施するか、考えておきましょう。

8.　プログラムの流れを計画する

プログラムの流れは、テキストについての「気づき」から体系的な「知識」理解、そして「新たなアイデア」のブレーンストーミングや発見、そして実践への「応用」というステップを踏んでいます。5Eと言われる「引きつけるEngage」「探索するExplore」「説明するExplain」「洗練するElaborate」「ふりかえる/評価するEvaluate」なども流れを作り出すのに参考になります。[研修プロップ資料編p.34「集中・発見・分析」参照]

セッションというのは二時間ほどのまとまりをもった活動帯です。ひとつずつのセッションの中も、ワークショップ全体も、同じ考え方で作られていますが、ここでは「ファシリテーター養成研修」のプログラムの流れを説明していきます。[研修プロップ資料編p.35「研修プログラム立案表」参照]

セッション1　共通基盤づくり

自己紹介につながり、話しやすい雰囲気を作り出すアイスブレーキングのアクティビティや、テーマについての互いの知識理解、体験などを共有し、共通理解を持つ、またこのワークショップに対する期待を確認し、自分の専門性や能力を高めるために参加しているのだということの意識化を行うセッションです。

セッション2　流れのあるプログラム=アクティビティ体験

PLTの一つのアクティビティは、流れのある学習プログラムになっています。ERICのその他のテキスト、『環境教育指導者育成マニュアル』『いっしょ考えて!人権』『いっしょにすすめよう!人権』『レッツ・コミュニケート!』なども、同じように、いくつかの学習段階がすでに組み立てられたものになっています。それらのどれかの流れを行うのもいいですし、あるいは、サンプル・プログラムを参考にするのもよいでしょう。

セッション3　ふりかえりとまとめ

これまでの参加型学習、アクティビティや流れのプログラムについて、そのこと自体を「共有体験」として経験学習的に学んだことをふりかえり、一般化し、まとめ、応用を考えましょう。

自分たち自身のワークショップに対する期待から、達成された学習目標や内容についての評価を行うのも、学習・教育評価について考えるよい機会となるでしょう。

ふりかえり、「省察」は、教育実践の向上のための鍵となります。多様な視点からのふりかえりが教育実践をより豊かなものに育てていくでしょう。[研修プロップ資料編p.36「実践のための教育的省察」参照]
PLTワークショップの場合
PLTワークショップの場合は、簡単にPLTの歴史を説明しましょう。

・いつ、どこで、どのようにPLTがスタートしたか。

・PLTガイドの開発背景

・PLTの全米的、国際的な広がり、パートナーやスポンサー

9. アクティビティを決定する

アクティビティを選びます。共同ファシリテーターがいる場合は、どのアクティビティを分担するかも決めておきます。

ファシリテーター育成のワークショップでは、アクティビティを行う時は、まず大人の参加者を学習者として巻き込みます。その上で、教育的指導者としての視点からアクティビティをふりかえるようにします。アクティビティの後で、軽くふりかえりをするには、次のような質問が有効です。
· この体験から学んだことは何ですか。

· このアクティビティを通して教えたいことは何ですか。

· 学習者のニーズに合わせるために、どのように発展応用させますか。

· 環境教育やその他の教育のスタンダードにどのように合致していますか。

· 学級での進め方についてのアイデアなど。

アクティビティのふりかえりこそが、アクティビティのもっとも重要な部分であることも多いのです。

ふりかえりは、全体で行ってもいいですが、小グループで行うのもよいでしょう。

ふりかえりに限らず、話し合いを全体で行うことはより幅広い相互作用が生まれますし、アイデアや知識、体験の共有に向いていますが、20-30人以上の場合は、限られた発言者になってしまいます。小グループで行うことは、一人ひとりの100%の参加を引き出すことができる方法です。同時に多くの人からの発言を引き出せます。しかし、小グループで話し合ったことを全体で共有するために発表する時間がかかってしまいます。グループ発表、共有にも工夫が必要です。

10.　実施上のアイデア

経験学習のサイクルをアクティビティに活用する

学習とは、学習者のこれまでの知識理解や体験に積み上げていくサイクルのくり返しです。アクティビティを行う時には、以下のような経験学習の4段階を活用いたしましょう。
経験学習の四段階
①体験する

学習のプロセスは、学習者が、何かを行ったり、観察したり、何かを言ったりすることから始まります。アクティビティで何が起こるかを伝えるのではなく、まずアクティビティに参加者を参加させましょう。

②ふりかえる

何が起こったかについてどう考えるかを共有する段階です。参加者が彼らの体験したことをふりかえり、じっくりと考えられるような質問をしましょう。「あなたにとって、○○はどんな意味がありましたか。」「○○が起こった時、どう感じましたか。」「○○の結果、どうなると思いましたか。」

③一般化する

この段階では学習者は体験から学んだことについて抽象的な一般化を行います。参加者に「このアクティビティで学んだことは何ですか。生徒は何を学ぶでしょうか。もっとも難しいのはどこでしたか。もし、もう一度やるとすれば、どこを変えますか。」などと質問しましょう。

④応用する

学習者が個人的な意味を一般化することを助けます。ワークショップで、「あなたが行うとすれば、どのようにしますか。このワークショップで得た情報で何ができますか。」このような問いが締めくくりとなり、次の体験が始まるのです。

テキストをざっと読む

ERIC/PLTのテキスト・ガイドに限らず、能動的に本を読むことが、よりよい理解とアクティビティの実践に繋がります。

・前書きや著者について、などの情報を読む

・目次から、本の構成、構造を読み取る

・この本について知りたいことを三つの質問にまとめる

・質問に対する答や答につながるキーワードを探す

PLTでは、「ガイドをハイク」という時間を取ることで、これまでの蓄積がちりばめられたガイドから、学習者が必要な情報に適確にたどりつけるように、Q&A方式で確認することを行います。例えば、ハイクのための質問には次のような例が挙げられています。[回答例は研修プロップ資料編p.37参照]

　　　　　　　　　ガイドをハイク　“Hike” through the PLT Guide
1. PLTの目標は何ですか?

2. 「侵入種」とは何ですか。どこでその情報が見つかりますか。

3. 争点のある問題を提示するときの教師の役割は何ですか。

4. 多様性というテーマについて、室内で取り組むことのできるアクティビティを探しましょう。

5. 「個別化教授法」についての情報はどこで見つかりますか。アクティビティの中で個別化教授法が使われている事例を示し、そのアイコンを描写してください。

6. 生徒にとって効果的なアクティビティであるかどうかを評価するための情報はどこにありますか。

7. 「ストーリーライン」の事例はどこにありますか。

8. 学習者を気づき、理解、挑戦、動機づけ、行動というプロセスで導くためにPLTで活用されている教授方法三つとは何ですか。

9. 「近郊環境」に関わるアクティビティはいくつありますか。

10. 教科カリキュラムに対応したアクティビティを探し出す最短の方法は何ですか。

11. 「推定する」というスキルが関係するアクティビティを見つけなさい。

12. PLTのアクティビティでテクノロジーが活用されているのを見つける三つの方法は何でしょうか。PLTのアクティビティで使われている例をひとつあげなさい。

13. どの付録に「アクティビティの参照と資源」がもっともたくさん紹介されていますか。

14. アクティビティのサイドバーに含まれる9つの項目とは何ですか。

15. PLTガイドからのコピー、複写についての方針は何ですか。

16. アクティビティ84に関わるラジオ番組は何ですか。このプログラムとPLTとのパートナーシップについて、もっと情報を得るにはどこを見ればいいですか。

17. 「木に触れよう」の評価の機会の三つ目のための参考となる図表はどこで見つけられますか。

18. 新しいガイドでは「参考図書」が強調されています。どこで見つけられますか。

19. PLTが質の高い環境教育を支援していることをまとめたようなスローガンは何ですか。

20. 教師が教科の達成目標とPLTの関連を見い出すにはどうすればいいですか。

それぞれのテキストについての理解を確認するための質問リストをファシリテーターが自分たちで創るのもよいでしょう。一対一のQ&Aに見えますが、目的はガイドやテキストの全体像を理解し、活用する力を伸ばすことにあります。参加者に対するテストや評価ではありません。

個人的な計画立案時間をとる

ファシリテーターとして、どのように教育実践につなげるかを考える時間を取ります。いまの学習計画やカリキュラム、学習者のニーズに対応しつつ、アクティビティを取り入れていくことを考えることで、実践につなげるチャンスが増えるでしょう。

全体でアイデアのブレーンストーミングを行ったり、小グループで計画を披露しあい、洗練していくこともできます。もちろん、一人ひとりの作業でもいいでしょう。

評価・フィードバック・認定証について

ワークショップの最後に、ワークショップについての評価、参加者からのフィードバックを共有する時間をとります。参加者評価票を記入してもらいますが、それぞれが何を学んだかを全体で共有することも、視野や発見を広げることでしょう。

参加者評価票をERIC/PLT事務局に提出することで、ワークショップを受けたファシリテーターが、ERIC/PLTの教育実践を広げていくネットワークに登録されることになります。ファシリテーターとのネットワークが、プログラムと実践をよりよいものにしていく原動力なのです。

ワークショップを修了した認定証を出す場合は、この段階で行います。

フォローアップ

学校教育にたずさわる参加者に対して、実践をサポートするには、ワークショップを数週間に渡って開催し、セッションとセッションの間に実践をはさむことができるようにする方法があります。また、ファシリテーターが学級での指導に協力したり、教材準備を手伝ったりもできるでしょう。

III.　ファシリテーターとしての専門性の向上

PLTでは、より高い質の環境教育を提供するために、Best Management Practice のための自己評価やModel Program Initiativeプログラム改善、北米環境教育連盟North American Association of Environmental Educationの「Guidelines for Excellence優秀さのためのガイドライン」遵守を宣言しています。

PLTファシリテーター研修を受けた方々が、ERICとともに、プログラムの改善、人材育成の推進だけではなく、よりよい環境教育の推進に取り組んでいただければ幸いです。[Best Management Practice、NAAEEのガイドラインについては研修プロップpp.38-40参照]
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さまざまな感情
受け入れられた/受容　　恐れ
　　怒り
いらいらしている
不安な
恥ずかしがって

accepted

　　afraid　　　angry　　annoyed

anxious
　ashamed

内気な
うろたえる
苦々しい
　　退屈な
勇気
落ち着いた

bashful
bewildered

bitter 
　　bored

brave
calm

心配している　　自信に満ちた
混乱した
　うちひしがれた
防衛的
落ち込んだ/落胆

concerned　　　confident
confused
　defeated

defensive　　depressed

孤立した
失望した/裏切られた　愛想がつきた
不安な
熱心な
エクスタシー/忘我

detached
disappointed
disgusted

disturbed
eager
ecstatic

とんがった　　意気揚々/得意げな　　バツが悪い/当惑　　熱っぽく/熱狂　うらやましいedgy

elated

embarrassed
enthusiastic

envious

興奮した 恐れている
　バカな
自由
いらだたせる
激怒している
陰気な

excited    fearful
 foolish
free
frustrated

furious

glum

よい
罪悪感がある　　幸せ　　　無力感
高揚した
希望に満ちた　　敵意

good
guilty
　　　happy　　　helpless
high
　hopeful
　　　hostile

屈辱的
　　傷付いた　　不適切な
自己抑制的な
集中/緊張

脅えた

humiliated　　hurt
　　　inadequate
inhibited
　
intense
　　　intimidated

短気な/過敏な　　けばげばした　嫉妬/やきもち
楽しい
寂しい
親愛な

irritable

jazzed
　　jealous

joyful
lonely
loving

意地悪い
 みじめ
  操作された　　必要とされている　　無視された　神経質


mean
miserable
  manipulated
needed　　　　　　neglected
nervous
情熱的な
平和/平穏
　悲観的
　　遊び心　　うれしい　　圧迫された
保護的

passionate
peaceful
　pessimistic　　playful　　pleased　 　　pressured
protective

戸惑う
否定された/拒絶された　助かった/楽になった　　憤り　　　落ち着きのない

puzzled
　　　rejected

relieved
　　　resentful　　　　　restless

悲しい
官能的な
　感傷的な　性的　あぶなっかしい　はにかみ/臆病　　馬鹿げた

sad
sensual
sentimental
　sexy
shaky

shy
　　　silly

強い
沈んだ
傷付きやすい　　緊張した　おどされたような
きつい　疲れた

strong
subdued
　tender
　　　　tense
terrified

tight
tired

罠にはまった　　みにくい
落ち着かない　　苦しい　　傷付きやすい/攻撃されやすいtrapped

ugly
uneasy
　　　　uptight
vulnerable

暖かい
弱い
すばらしい
心配/悩み

warm
weak
wonderful

worried

せつない
やるせない
心苦しい
うっとおしい
うざったい
きもい

どんな時に、どんな感情を感じましたか。
多重知能

•言語的知能
•論理的知能

•音楽的知能

•身体運動的知能

•空間的知能

•対人的知能

•内省的知能

•ナチュラリスト知能

MI:　個性を生かす多重知能の理論、ハワード・ガードナー
2001年
新曜社

Last Child in the Wood,より

脳はいかにして世界を理解するか
−認知オペレーター
•１    木の集まりは森である−ホリスティック・オペレーター
•２    森は木の集まりである−還元オペレーター

•３    心の分類学者−抽象オペレーター

•４    数学的な心−定量オペレーター

•５    なぜ?どうして?−因果オペレーター

•６    「これ」対「あれ」−二項対立オペレーター

•７    出口なし−実存オペレーター    (現実の堅固さに対する感覚「ありえない」)

•８    出来事を感じる−情緒的価値判断オペレーター
•脳はいかにして<神>を見るか−宗教体験のブレイン・サイエンス、
ニューバーグ、ダギリ、ローズ、PHP研究所、2003年、77-84

効果的なハンズオン

•１.　実物

[              　　　　                     ]
•２.　実体験

[             　　　　                      ]
•３.　実話

[           　　　　                        ]
•４.　実感

[         　　　　                          ]
•５.　実態

[       　　　　                            ]
•６.　実存

[   　　　　                                ]
経験学習の四段階で「気づきから行動へ」つなげる
第一段階　ハンズオンを体験する

第二段階　ふりかえる、共有する

第三段階　一般化する、原理原則を引き出す

第四段階　応用する、行動に活かす、行動を変える

リアルなハンズオンによって、からだ、頭、感情のまるごとによる体験がある。体験したことをふりかえることで、経験知、経験則が紡ぎだされる。

経験知、経験則は、次の場面で応用して、活用していくことができる。

経験知、経験則を現実に当てはめてみて、また次の体験につながり、そこからまた改善・修正が次の学びとなって紡ぎだされる。

経験学習とは、「学び続ける」プロセスを主体的に継続する力を養うことを目的とするものです。

なぜ、なに、どうして、どうすれば、と問う姿勢が、経験学習の基本です。

協力について学び､協力して社会を築く
Cooperative Learning, Cooperative Lives　A Sourcebook of Learning Activities for Building a Peaceful World

Nancy Schniedewind and Ellen Davidson　1987,  Wm. C. Brown Company Publishers

前書きより
  ｢やったね｣生徒たちが学問的なことであれ､学級で取り組んだプロジェクトであれ､仲間で一緒にやり遂げたとき､どれほど誇らしげで､どれほどエネルギーに満ちあふれているか考えてください｡劇であったり､数学の複雑なパズルを解くことであったり､リレー競争に出ることであったり､科学の実験を考えることであったり､コンサートを上演することであったり､地域社会の改善行動計画にとりかかったりする中で､生徒たちは成果を共有するだけでなく､互いに対するプラスな感情も抱くようになります｡この本の目的は､あなたがこのような協力を通した建設的な経験を学習場面においても､また､学級での相互関係においても作り出せるようにすることです｡

  ｢協力して学び､協力して社会を築く:平和な社会を作るための活動事例集｣は先生のための資料集です｡学級での学びを深め､学級を互いに気遣い協力する場にすることを支援するものです｡生徒たち個人個人が学習技能を習得し､一緒に学習目標を達成し､互いにもっと尊重し､気遣い､好ましいと思い合える関係を作るための教育方法を提示しています｡ここに紹介された活動事例によって､生徒たちは協力によって人との関係がもっと充実したものになり､地域社会での生活が豊かになり､国内での平等が促進され､世界の平和が達成されるのだということを学びます｡

  この本は協力を学ぶためのハンドブックです｡これは2つの意味があります｡ひとつは､この本で生徒たちが学級で協力して学ぶということです｡活動事例では斬新な､しかもしっかりとした実践を踏まえた協力を中心に構造化された学びを導き出す教育技術を活用しています｡学びが協力を中心に構造化されている場合､生徒たちは､競争したり､個別に学んだりするのではなく、学問的な課題について一緒に取り組みます。互いが学ぶのを助け合い、課題についてグループとして責任を持ち、自分自身と他者の進歩に責任を持つようになります。一緒に学ぶため、だれもが成功します。その過程で、あなたのクラスは協力して学ぶラボ（学習室）になることでしょう。

　２つめに、この本での学習活動は、クラスや友人関係、地域社会やもっと広い意味での社会における協力という概念自体についてその意味を探ることになります。学際的でテーマ別の学習を通じて、競争することでわたしたちが払っている対価は何かを知り、そこで協力してものごとを進めるという代替案の持つ長い目で見た場合の利益に気付きます。人々の間の協力がすべての人々をより平等にし、競争によってもたらされる有害な影響を減じることができるかを探ります。

　協力は学校にとって重要なだけでなく、社会にとっても重要です。人類として生き延び、この不平等な世界、国際的紛争、起こり得る核の災害などを転換していこうとするならば、若い人々は、いまの年長者が持つ以上に、協力する技術を磨き、協力する価値観を育てなければなりません。世界の相互依存が高まりつつある中で、わたしたちは協同することをおしえなければなりません。そこにこそ、生存と構成と平和の可能性があるからです。

教師と協力

　協力に焦点を当てることで、教師としてあなたが直面しているさまざまなニーズに対応することができます。協力して進めるように構造化された学習は、教師や保護者、社会が持っている２つの期待に答えます。学問的な達成と、建設的な社会関係の発達です。

　多くの教師が熱中して取り組んでいることのひとつは、すべての学習者の学問的な達成を高めることです。教室内の学習到達度のレベル、人種、ハンディキャップ、社会環境などが多様な中で、これは非常に難しいことです。協力して進めるように構造化された学習は、すべての学習者に学習到達度を保証すると同時に、互いの多様性を尊重し、偏見を除くようにもなる一番効果的な方法のひとつです。
環境教育指導者育成マニュアル　p.236より
参加型手法が育てる「参加のスキル」
参加型学習というのは個人と人間関係と社会関係がその中で展開する活動であり、そのために、きちんと指導を意識化すれば、わたし=自尊感情、あなた=コミュニケーション、みんな=協力の力をつけていくことに役にたちます。また、それらの力をポジティブな方向に伸ばしていく働きかけが、「快」なるコミュニケーション、人間関係、コミュニティを教育現場に作り出していくためには、基本になります。このことは、人間のネガティブな側面や感情を無視したり、否定したりするものではありません。いい所も、悪い所も含めて、自分を、そして他者を、そして関係性や人間の社会を見つめる、受け止める力がついていくことなのです。

人間性の多様な側面を了解しつつ、よりよく生きるということへの意欲と行動を培うことはできるのではないでしょうか。

スキルを育てるための働きかけを、スキル・ビルダーと呼びますが、「プログラム・アクティビティ」「環境や風土の整備」「個別への働きかけ」「自己習熟のためのふりかえり(ジャーナル)」の四つに分けることができます。

わたし
自尊感情・自己理解・自己表現

あなた
他尊行動・相互理解・コミュニケーション

みんな
コミュニティ意識・協力・共通理解・共存
■参考ワークシート、読み物資料など

○スキル分野別・ビルダー月間計画表

○スキル・ビルダー年間計画表

○わたし・あなた・みんなのスキルを育てるアクティビティリスト

○「みんな」の社会的スキル検討リスト


・持続可能な社会をつくる環境教育で育てたいスキルリスト


・民主的スキルリスト


・めざせ満点アドボカシー社会[『いっしょにすすめよう人権』参照]

□参考文献

Esteem Builders, Michele Borba,Jalmar Press, 1989

Raising Self-Reliant Children In A Self-Indulgent World、Glenn, H. Stephan、Nelsen, Jane、PRIMA PUBLISHING & COMMUNICATIONS、1989

わたし・あなた・みんなのスキルを育てるアクティビティリスト
[image: image1.wmf]
参照ERICテキスト

· いっしょに学ぼう=自尊感情、コミュニケーション、協力を学ぶ

· いっしょにできるよ=幼児のためのアクティビティ集

· わたし、あなた、そしてみんな＝中等教育段階の人間関係学習ワークシート集

· 対立から学ぼう＝中等教育段階の対立の問題解決力をつけるカリキュラム

12のものの見方・考え方[image: image2.wmf]
*ERIC出版物『参加型で伝える12のものの見方・考え方』活用例参照

コミュニティの課題解決

■コミュニティの課題解決の基本的な諸段階

・実態調査

・行動計画立案

・実施・実践

・評価・点検

・修整および次の段階への発展

■コミュニティの問題解決8つのステップ

--------------------------------------------------------------------

1.コミュニティの問題を探る

　コミュニティの問題解決がどのようなもので、何の目的で行うものかについて、生徒、教員、学校管理職の間に共通理解を持てるようにする段階です。すでにコミュニティの問題解決に取り組んだ地域グループ、教育団体などの経験談を聞くのもよいでしょう。この段階で大切な要素は、教員と管理職がコミュニティの問題解決を、生徒たちが地域社会で活動することの重要性を認めて、有効な教授学習方法のひとつとして意識的に選択することです。

--------------------------------------------------------------------

2.問題を選ぶ

　問題を選ぶ方法はたくさんあります。学校や地域のフィールド・トリップによって、生徒たちは調べてみたい事柄のリストを作り出せるでしょう。学級でひとつに決めたり、班ごとにいくつか選んでみたりできることでしょう。考えておかなければならないことは、その問題についての資料の豊富さと、時間の制約範囲内で取り組めるものかどうかの判断です。次のような質問が役にたつでしょう。

・なぜ、大切なのか。

・その問題のわたしたちにとって、そして他の人達にとっての重要性はどうか。現在、あるいは未来は。

・資料類は十分か。

・すべてのコミュニティ問題解決の過程をカバーするだけの時間があるか。

・もっと小さな問題に取り組むほうが良いか。

--------------------------------------------------------------------

3.生徒の技術・技能を伸ばす

　生徒たちはコミュニティ問題解決の過程をたどりながら、問題解決、調査、グループ作業なとの技能を活用する必要があります。教員はずっと生徒の技能レベルをチェックし、伸ばすための機会を提供します。コミュニティ問題解決の過程でどの程度教員が指導するかは、生徒たちの過去の経験によります。教員は次の問題を考えておくべきでしょう。

・生徒にコミュニティ問題解決の経験はあるか。

・始めるにあたってどのような技術が必要か。

・どの程度の指導が必要か。

・次の段階のために必要な技能は何か。

--------------------------------------------------------------------

4.調査する

　この段階で生徒たちは問題のさまざまな側面について全面的に調査します。これは現状理解および問題の背景の理解を含みます。教員と生徒は次のような問題について考えるとよいでしょう。

・現状はどうなっているのか。

・それはわたしにとってどれほど大切か。地域にとっては、国にとっては、世界にとっては。

・以前はどうなっていたか。

・なぜ変化したのか。

・変化に影響を与えたものは何か、そしてなぜか。

・他の地域、国内でも国外でも、で同じ問題を体験したところはあるだろうか。なぜ。

・他の人達の意見は。

・対立する利害はあるか。

・だれが得をし、だれが損するか。

・この問題を解決するために使える正式な意思決定過程は何か。

--------------------------------------------------------------------

5.ビジョンを持つ

　この大切な段階において教員は生徒たちが現状が未来ではどのようになっていて欲しいかについてのビジョンを持つことを奨励する。教員と生徒は次のような問題について考えるとよいでしょう。

・わたしたちの未来に対するビジョンは何だろう。

・他のグループや文化から見たら、このビジョンについてどう考えるだろうか。

・他にどのようなビジョンがありえるだろう。

・どのビジョンが好きですか、そしてそれはなぜですか。

--------------------------------------------------------------------

6.行動計画を立てる

　この段階では生徒たちは、取り上げた問題を解決し、望ましいビジョンを達成するための行動計画をたてます。大切なことは行動計画の評価であり、注意深くその行動が望ましい変化に結び付くのかどうかを考えることです。

　教員と生徒は次のような問題について考えるとよいでしょう。

・どのような変化がわたしたちのビジョンを近づけてくれるだろうか。その変化はライフスタイルにかなったものだろうか。個人の、家族の、そして地域の。

・これらの変化を妨げるバリヤーは何だろう。

・これらのバリヤーはどのように克服できるだろうか。

・これらの変化を起こすために必要なステップは何だろう。

・これらのステップを実行するのを妨げるバリヤーは何だろう。

・これらのバリヤーはどのように克服できるだろうか。それぞれの変化に対する行動計画は。資料にあたる?

・この行動計画を評価するための方法はどうするか。

--------------------------------------------------------------------

7.行動に移す

　生徒と教員によって行動計画が実施される段階です。コミュニティ問題解決過程が真に民主的であるためには、生徒たちはコミュニティ問題に取り組むための行動を自由に選択できなければなりません。これらの行動は彼等自身の、あるいは家族の、あるいは地域のライフスタイルにかなったものであるかもしれません。教員と生徒は次のような問題について考えるとよいでしょう。

・わたしたちが取ろうとしている行動は、問題に取り組むものであるか。

・生徒たちは自由に行動を選択しているだろうか。

--------------------------------------------------------------------

8.行動の評価と変更

　この評価の段階が行動の後に行われるのは大切なことです。行動をふりかえり、どのような変化が起こったかを生徒と教員とで明確にします。変化をコミュニティの未来についてのビジョンと照らし合わせてみます。評価によって、ビジョンを変更したり、行動を変更したりということが起こるでしょう。教員と生徒は次のような問題について考えるとよいでしょう。

・どのような行動をしたか。

・どのような変化につながったか。

・ビジョンとの関係は。もう一度、ビジョンを考え直した方がよいか。

・どのようなバリヤーにぶつかったか。

・克服できたか。なぜ。

・他にどのような行動がありえたか。行動計画を考え直すべきか。

・コミュニティ問題解決の過程で学んだことは何か。

--------------------------------------------------------------------

*TSW Teaching for Sustainable Worldオーストラリア研修より

公共圏を支えるコミュニケーション

公共圏を支えるコミュニケーションの特徴は次のようなものです。

・対等に話し合えること

・問題提起を受け止めることができること

・対立を扱えること

・異論を提示できること

・違和感を指摘できること

· アサーション、主体的自己主張の権利が認められること

参考「人権尊重文化」

· 肯定的な風土

· 対立を受け止める

· 問題解決につなげる

参考「市民性教育」

1.　コミュニティ意識

2.　社会的共通の課題の認識

3.　Political Literacy 政治的読解能力

『市民性教育』Education for Citizenship, Holden and Clough, 2002

『世の中を変えて生きる』V.クーバー著、三国千秋他訳、嵯峨野書院、2000

概念・理念を教育ツールに
· PLTの五概念

　　　多様性　相互依存　システム　構造とスケール　変化のパターン

■『ワールド・スタディーズ』の１０の基本概念
・相互依存
・公平さ
・似ている点・異なる点

・コミュニケーション
・協力
・力の分配
・対立

・原因と影響
・社会の変化
・価値観と信念

■リビング・バリュー／12の概念
平和　尊重　愛　寛容　幸福
責任　協力

謙虚　正直
簡素　自由
結束

リビング・バリュー推進協会、港区国際交流協会
· ESD持続可能な開発のための教育 ビジョン系概念
•・持続可能な開発／発展／社会
•・社会的な公正／正義

•・人権の尊重

•・市民としての参加／責任／権利

•・よりよい「生きるということの質」　better quality of life
· ESD 持続可能な開発のための教育　アクション系概念

•・相互依存性

・多様性
・力の分有
•・コミュニケーション
・対立は悪くない

•・協力、協同、協働、共生

•・価値観と認識

・信念を持って行動する

•・行動や現象の因果関係＝原因と影響

•・未来の世代のニーズと権利に対する配慮

•・行動における不確実性と予防原則
人類共通の価値観を教える　　Power to Vision

イギリスで開発された『未来を学ぼう』は、社会に共存するさまざまな宗教的な違いに配慮しながらも、宗教を越えて共有できるものとして

・自己の感覚を磨くこと

・コミュニティ意識を高めること

・価値ある地球と出会うこと

· 苦しみと喜びに心を開くこと

という４つの柱を経験の広がりとして挙げています。

米国で提唱されている『リビング・バリュー』は、「平和・尊重・愛・幸福・正直・謙虚・責任・簡素・寛容・協力・自由・結束」という12の価値観を、多文化社会において共有しようとしています。

『心のノート』は、価値観の４つの柱をたてています。

· 自己成長・自助努力・自己コントロール

· 礼儀・思いやり・コミュニケーション

· 生命への畏敬・感動する心

· 社会規範と秩序

人類共通の価値観を「内発的に共有し、価値観に基づいた行動ができる」ことが、ESD持続可能な開発のための教育の鍵なのです。
集中・分析・発見の原則

•(1)　「問う」こと

•(2)　テーマを絞り、ハウを示す
　　　→12のものの見方・考え方のツールを使う

•(3)　時間を区切る

•(4)　数字を使う

•(5)　諸感覚やスキルの一つずつを刺激する

•(6)　共通のルールを創る--オーナーシップ

•(7)　目標・評価・達成を共有する

研修プログラム立案表
　　　　　　　　　　研修名　　　　作成日　　　　　　　　　
	タイトル[魅力的な、参加したくなるプログラム名を考えます]

	対象
	ファシリテーター

	日時
	開催場所

	ねらい

	スキル目標

	ストーリーライン
	アクティビティ

	起

[参加者に関連のある、ニーズのある、関心のあるテーマ・身近な事柄などで「引きつける」、既知の事柄を掘り起こす]

	

	承

[テーマ、事柄についての理解や知識につながる体験をする]

	

	転

[既知の事柄と新たに体験したことを「説明」する。広げる・深める。]

	

	結

[活動をふりかえる、学んだことを応用する。行動化を計画する。]

	


実践のための省察の力

教員はアクター、デザイナー、エバリュエイターとしての側面を持ちつつ、授業や指導の局面で「教育的瞬間」に瞬時に対応することが求められるという。
「行為の中の省察」reflection-in-action

「活動の中で働く力」
「暗黙知」

省察reflection
教師は反省的実践家　reflective practitioner

「振り返り的省察」recollective reflection

「見通し的省察」anticipatory reflection

教育的鑑識　educational connoisseurship

教育評価とは「心の働き」　願いやねらいを核としながら、状況をとらえ、意味付けながら、行為を生み出すような評価的思考を絶えず行っている。
三つの省察　

　「技術的」効果・効率

　「実践的」成果・成長

　「批判的」近代教育そのものを問い直す視点

ヴァン・マーネンより

・新しい時代の教職入門、秋田喜代美・佐藤学、有斐閣アルマ、2006

Answers

1. What are the goals of PLT?    　
p. 3
2. What are “invasive species” and where can you find this information?    

Glossary, p. 422
3. What is the role of the teacher in presenting controversial issues?    

Appendix 12, p. 448  
4. Find an activity that addresses the theme of diversity and can be conducted indoors.   

“Environmental Exchange Box,” p. 92; found using Index 3: Time Consideration and Setting Index, p. 459
5. Where can you find information about “Differentiated Instruction”? 

Introduction, p.6 and Appendix 7, p. 442

Give an example of how differentiated instruction is used in an activity, and describe the corresponding icon.  

 “Water Wonders”, p. 188, uses paired/cooperative learning; 2 stick figures
6. Where can you find information to help evaluate the effectiveness of activities with your students? 

See “Assessment Opportunity” next to “Objectives” at the beginning of each activity
7. Where can you find examples of “storylines”?    Appendix 3, p. 429 
8. What are three teaching methods/strategies used by PLT to guide learners through the process of awareness, understanding, challenge, motivation, and action”?  

Discussion, brainstorming, and planning; found on p. 5-6, “PLT Teaching Methods and Strategies”
9. How many activities deal with the urban environment? 

19; Index 5: Topic Index, under “Urban Environment,” p. 467
10. What is the fastest way to find an activity in a particular curriculum area (e.g. math, language arts, science, etc.)?
Index 1: Subject Index, p. 455
11. Find an activity that involves the skill “estimating.”    

Index 6: Skills Index, “Every Drop Counts!” p. 468
12. What are three ways of finding out how technology is used in PLT activities? 

Appendix 8: Technology Connections, p. 443-444; Technology Connections in sidebar of each activity; and Index 4: Technology Connections Index, p. 461. 

Give one example of a technology connection used in a PLT activity.  

Presentation software in “Habitat Pen Pals”; found in Index 4 

13. Which Appendix provides extensive “activity references and resources”? 

Appendix 4, p. 431
14. What are the 9 items that can be found in the sidebar of the activities?  

Levels, Subjects, Concepts, Skills, Differentiated Instruction (not in all activities), Technology Connections (not in all activities), Materials, Time Considerations, and Related Activities; found in Introduction’s “Activity Components,” p. 10
15. What is PLT’s policy about reproducing/copying materials from the PLT guide?  

See inside of front cover
16. What radio program is embedded into Activity 84?  Earth & Sky

And where can you find additional information about PLT’s partnership with this program?  
Appendix 5, p. 441
17. Where can you find a sample rubric for the third assessment opportunity in “Get in Touch with Trees”?  p. 20, PLT website at www.plt.org (Go to → Curriculum/PreK-8/Resources for 2006 PreK-8 Guide by Activity) 
18. “Reading Connections” are emphasized in the new guide. Where can you find them?  In a shaded box at the end of each activity

Name one book that you are familiar with.
19. What is PLT’s slogan that sums up how PLT supports quality EE?  

“Helping students learn how to think, not what to think”, p. 3
20.  How can I find PLT correlations to my subject area standards?  

PLT website, www.plt.org, p. 4

PLT 最善のマネジメントのための自己評価ツール

Best Management Performance Self-Assessment Tools

セクション1　コーディネーターと事務局

セクション2　事務所のスペースと記録

セクション3　方略的計画を実行する

セクション4　財政的安定性を担保する

セクション5　ワークショップの質を保証し、評価する

セクション6　教育改革の行方を踏まえる

セクション7　多様な観衆のニーズに対応する

セクション8　アクションの部分を推進する

セクション9　ファシリテーターを募集、訓練、支援、評価、表彰する

セクション10　優秀な教育者を表彰する

セクション11　PLTの訓練を受けた人々のネットワークを継続する

セクション12　環境教育を推進する

セクション13　プログラムを効果的に広報する

セクション14　インターネット上のプレゼンスを維持する

NAAEE(北米環境教育連盟)

環境教育指導者に求められる能力のための6テーマとガイドライン

翻訳者：木野美穂　構成：田中幸子　2006.06.11

Excellence in Environmental Education -Guidelines for Preparation and Professional Development of Environmental Education 

1.環境リテラシー

指導者は教えようとしている内容と教えるスキルについて実際に役立つ知識を得る。少なくとも、自分が教える対象にふさわしい内容と教えるスキルについて熟達していなければならない。

1.1問いをたて、分析し、解釈するスキル

1.2環境のプロセスとシステムに関する知識

1.3環境問題について理解し、説明するスキル

1.4情報を咀嚼し、行動する個人的、市民的責任

2.環境教育の基礎

指導者は、環境教育の分野の目標、理論、実践、歴史の基礎的な事柄について理解している。

2.1環境教育の本質的な特徴と目標

2.2環境教育を、場、資源、条件を加味して様々に展開する

2.3環境教育という分野の歴史的変遷と現在、未来

3.環境教育指導者の専門家としての責任

指導者は環境教育の実践に伴う責任を理解し、引き受ける

3.1適切な水準を満たした模範となる環境教育の実践

3.2アドボカシーでなく、正確でバランスのとれた教育に重点を置く

3.3学び続け、専門性を発展させる

4.環境教育の計画と実施

指導者は、効果的な指導を計画し、実践するために、質の高い教育の本質的な部分と、環境教育特有の側面を統合する

4.1学習者についての知識

4.2指導方法論についての知識

4.3指導の計画

4.4環境教育の教材とリソースに関する知識

4.5学習を支援するテクノロジー

4.6指導環境

4.7カリキュラムの構想

5学びを促進させる

指導者は、とりわけ争点があり、学習者が自分自身の見方と他者の見方について真剣にふりかえる必要のある環境問題について考えるときには、学習者が開かれた問いや調査に従事できるようにする。

5.1環境について学び、環境について探究していく学びの風土

5.2誰もが参加し、協力する学びの雰囲気

5.3新たな課題への対応、様々な教授法の活用、他分野の 指導者との協働などの柔軟な指導

6.アセスメントと評価

環境教育指導者は、指導とプログラムに不可欠なアセスメントと評価についての知識、能力を持ち、コミットメントする。

6.1学習者の学びを評価する

6.2    指導の一環として学習者とともにアセスメントを行う

6.3指導経験とアセスメントを指導の改善に活かす

6.4プログラムを評価する

環境教育教材：質の高い環境教育のためのガイドライン　要約

 #1　「公正さ」と「正確さ」

環境教育教材には、環境問題・関連した課題・状況を説明する際、またそれらの多様な見方を示す際には公正さと正確さが求められる。

1.1
事実に関する正確さ

1.2
さまざまな視点や理論のバランスのとれた提示

1.3
探求を促す姿勢

1.4
多様性を反映させる

#2　「深み」

環境教育教材は、子どもの発達段階別に適した、自然・人工的環境に対する気づき、環境における概念・状況・関連した課題に関する理解、感情の気づき・価値観・姿勢・環境に関連した課題の核心への認識を育むものであること。

2.1
気づき

2.2
概念に重点を置くこと

2.3
コンテクスト（事実の前後関係、背景など）における概念

2.4
異なる（時間的・空間的）広がりに注目する

#3　「スキルを高めることの重要性」

環境教育教材は、学習者が環境問題に取り組むことができるような生涯にわたって有用なスキル（能力）を高めるものである。

3.1
論理的・構造的分析、創造的思考

3.2
スキルを環境に関連した課題に応用する

3.3
行動を起こすためのスキル

#4　「行動指向」

環境教育教材は、市民としての責任を推進するものである。環境問題の解決やそれに伴う行動の土台として、学習者が個人の知識やスキルを活用し、環境問題や関連した課題を判断することを促す。

4.1
個人的利害や責任の判断力

4.2
自らを有効に働かせる能力や姿勢

 #5　「教育的確実性」

環境教育教材は、効果的学習環境をつくりだすための教育的技術を拠りどころとする。

5.1
学習者を中心とした教育法

5.2
多様な学習法

5.3
学習者の日常生活との関連性

5.4
広範な学習環境

5.5
学際的である

5.6
目標と目的

5.7
具体的な学習設定における適切さ

5.8
学習者の成果や能力・スキル向上

#6　「使いやすさ」

環境教育教材は、十分に考案されたもので使いやすいものである。

6.1
明確さと論理

6.2
使いやすさ

6.3
長期的に使用できる

6.4
適応性がある

6.5
必要な指導とサポートが伴う

6.6
実証されたことを載せる

6.7
国・県・地域レベルで要求される事項に適合する

環境教育の原則
  環境教育は
 ・全体的な環境を考慮にいれること｡自然環境､人工的環境｡技術的環境､社会的環境(政治的､経済的､文化的､歴史的､審美的など)

 ・生涯にわたる過程であること｡就学前に始まり､すべての学校教育および学校外教育において継続されること｡

 ・学際的なアプローチを取ること｡全体的でバランスのとれた観点を提供するためにそれぞれの教科からの内容を活用すること｡

 ・地域､全国､アジアなどの地域､および国際的な観点から､主要な環境問題を取り上げ､生徒達が他の地理的地域における環境条件についての新たな洞察が得られるようにする｡

 ・歴史的な観点を考慮しながらも､現在および未来における環境の状況に焦点を当てること｡

 ・環境問題の解決および予防のためには地域､全国､国際的な協力が重要でかつまた必要であることを伝える｡

 ・開発と成長の計画に環境の観点を考慮することを明確に主張する｡

 ・学習者が自分たちの学習体験を計画するのに一役かえるようにする｡同時に､意志決定をし､その意志決定の結果を受け入れるような機会を提供する｡

 ・環境についての感性､知識､問題解決技術､価値観の明確化などを発達段階に応じて形成すると同時に､特に早期教育段階では自分の地域社会に対する環境についての感性に強調点をおくこと｡

 ・環境問題の現象および真の原因を学習者が発見できるように手助けする｡

 ・環境問題の複雑さを強調し､そのために批判的ものの見方および問題解決技術を身につけることの大切さを強調すること｡

· 多様な学習環境を活用し､環境について､そして環境から学ぶ教授/学習手法の幅広さを活用し､実践活動および直接体験を重視すること｡
 (1977年ソ連グルジア州トビリシで開催されたユネスコ会議「トビリシ宣言」より)

プログラム事例集

	PLT PreK-8 Workshop Agenda Highlights

	AKCA Model Stage
	Activity
	Description
	Time

	Awareness
	Welcome
	Introduce presenters, brief overview of agenda and workshop goals, logistics
	10 min.

	
	Getting Acquainted
	Participants introduction; icebreaker
	20 min.

	
	Background on PLT
	See Section I of this handbook or the PLT guide for information on PLT’s mission, goals, sponsors, history, etc.
	15 min.

	Knowledge/Skills
	Lead selected activities
	Lead a series of activities (5) that demonstrate a storyline or meet a goal related to state content standards or other local objectives; provide time for feedback, application, and reflection
	2 hours

	
	Distribute PLT guides – “Hike” through Guide
	Overview of the PLT activity guide – themes, activity components, appendices, copyright
	15 min.

	
	Discuss other resources
	Guest speaker; special topic (content specialist, reading connections, GreenWorks!, Earth & Sky, etc.)
	30 min.

	Challenge
	Personal use
	Small groups select and lead a PLT activity (or facilitator leads additional activities)

Try using “PLT on the spot” strategy
	90 min.

	Action
	Individual Planning
	Individuals explore: How can I use PLT in my classroom or other situation?
	20 min.

	
	Wrap Up
	Evaluation – survey forms, certificates
	15 min.

	
	Feedback
	Were needs met?
	5 min.


-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
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　　　　　　　PLTファシリテーター登録

氏名　　　　　　　　　　　　　 name　　　　　　　　　　　所属　　　　　　　　　
ファシリテーター・リーダーとしての経歴と能力[該当する項目にチェック]
· プロジェクト・マネジメント

· コミュニケーション

· ワープロ

· データベース・マネジメント

· 会計マネジメント

· 自然資源あるいは教育のバックグラウンド

· リーダーシップ

その他のファシリテーター・トレーニング　　□WET   □WILD　 □ネイチャーゲーム　

                   □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

連絡先　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　　　　　　　　　　　　
tel　　                    fax                     e-mail       　　　　　　　　　　　　　　　　　
主たる活動場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
覚え書

· PLT研修開催の一ヶ月前までに、開催申し込みを行います。

· PLTテキストを研修で活用し、優れた研修プログラムの提供に努力いたします。

· PLT研修開催後、1週間以内に報告書および参加者名簿(ファシリテーター登録用)および開催アンケートの送付を行います。

· よりよい質の教材提供ができるように、テキストおよびワークショップ・プログラムについてのフィードバックをPLT日本事務局に送り、改善に協力いたします。

· 年次報告や年間活動計画など、PLTプログラム推進状況についての情報をPLT日本事務局と共有します。

· ファシリテーター・リーダー会議やPLTコーディネーター会議などの専門性の育成・向上につながる機会に参加します。
以上の点に同意し、日本におけるよりよい環境教育、ESDの推進を共に進めます。






署名


印

＊覚え書をPLT日本事務局と交わしたファシリテーターには、研修開催申し込み時にPLTファシリテーターズCDを提供いたします。




機能的な共同ファシリテーター





共同でのファシリテーションを計画する時、次のような質問について検討し、あなたの答を互いに共有し、それぞれの役割を明確にしておきましょう。





ワークショップのどの部分をあなたは責任をもって行いたいですか。どの部分を共同ファシリテーターに任せたいですか。


あなたが、本当にワークショップに取り入れたいものは何ですか。それは参加者にとって重要だからですか。他のワークショップでやってみてうまく行ったからですか。それともどのような理由からですか。


あなたのプレゼンテーションの間をつなぐ時、あなたはどのようにしますか。


必要であれば、議題をどのように変更しますか。





チラシづくりのアイデア





一般的な原則


対象とする人々をしぼり、彼らの関心に合わせた内容を考える


チラシはシンプルにする。必要最低限の情報を掲載し、まぎらわしい表現は避ける


チラシのスタイルと内容に一貫性を持たせる





考えるべきこと


対象とする人々は誰か。彼らのことについて知っていることは何か。


見出しはどうするか。アイキャッチをどうするか。


どう伝えるか。適切な情報量はどれ程にするか。


誰に連絡し、何を期待でき、いつ、どこで行われるのか、行き方などの5W1Hを忘れずに。


チラシ全体で、情報をどのようなかたまりにしてまとめるか。


チラシのフォーマットをどうするか。対称的なフォーマットは静的で、非対称的なフォーマットは動的な印象につながります。タイポグラフィはどんなものにしますか。三種類以上のタイポグラフィを使うことは避けましょう。雑然とした印象につながります。


どのようなアートを取り入れますか。ERIC/PLTのロゴや図柄も使えます。








ＰＬＴ 日本事務局　


特定非営利活動法人　国際理解教育センター（ERIC）


〒114-0023　東京都北区滝野川１－93－5コスモ西巣鴨105


電話：03‐5907‐6054　FAX：03‐5907‐6095


ＨＰ：http://www.k3.dion.ne.jp/~eric-net/


Eメール：eric-net@r5.dion.ne.jp








I. ワークショップの教授方略　1

